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第 85 回規格会議の開催について下記のとおりお知らせいたします。 
規格会議委員の皆様のご出席をお願いいたします。 

 
記 

 
1  日時 平成 24 年 9 月 25 日(火) 午後 2 時から 4 時まで 
2  場所 東海大学校友会館 望星の間（霞が関ビル 35 階） 
          東京都千代田区霞が関 3-2-5 
3  議案 

( 1 ) IMT-2000 DS-CDMA and TDD-CDMA System ARIB STANDARD / ARIB Technical 
Report の改定について 

( 2 ) IMT-2000 MC-CDMA System ARIB STANDARD / ARIB Technical Reportの改定について 
( 3 ) 特定小電力無線局移動体検知センサー用無線設備標準規格の改定について 
( 4 ) LTE-Advanced System ARIB STANDARD の改定について 
( 5 ) デジタル放送に使用する番組配列情報標準規格の改定について 

( 6 ) デジタル放送におけるデータ放送符号化方式と伝送方式標準規格の改定について 
( 7 ) デジタル放送におけるアクセス制御方式標準規格の改定について 
( 8 ) デジタル放送における映像符号化、音声符号化及び多重化方式標準規格の改定について 
( 9 ) 地上デジタルテレビジョン放送運用規定技術資料の改定について 
(10) BS/広帯域 CS デジタル放送運用規定技術資料の改定について 
(11) セグメント連結伝送方式による地上マルチメディア放送運用規定技術資料の改定について 
(12) エリア放送運用規定技術資料の改定について 
(13) 衛星デジタル音声放送の伝送方式標準規格の廃止について 
(14) 衛星デジタル音声放送用受信装置標準規格(望ましい仕様)の廃止について 
(15) 衛星デジタル音声放送運用規定技術資料の廃止について 
(16) その他 
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8 月 28 日（木）に、第 99 回電波利用懇話会を当会の会議室にて開催しました。 

今回は、これまで「oneM2M」の設立に向けての検討に携ってきました当会の佐藤常務理事

から「oneM2M パートナーシップ設立の取組みと今後の動向」と題して、oneM2M をめぐる

これまでの経緯、パートナーシップ活動の概要、今後の予定などをわかりやすくご紹介いたし

ました。 

70 名近くの皆様に参加いただき、講演の後、oneM2M で扱う標準化の範囲や関係機関との

連携等について、活発な質疑応答が行われました。 

なお、講演のプレゼンテーション資料については、当会の Web サイト「お知らせ・お問合

せの講演会等開催案内（http://www.arib.or.jp/osirase/seminar/index.html）」において、ダウ

ンロード公開しています。 

 

 

第 99 回電波利用懇話会の様子と講師の佐藤常務理事 

 

 
 
 

第 99 電波利用懇話会を開催 
「oneM2M パートナーシップ設立の取組みと今後の動向」 

http://www.arib.or.jp/osirase/seminar/index.html
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第 195 回技術委員会（通信分野）を開催しましたので、その概要をお知らせします。 
 

1  日時 平成 24 年 8 月 29 日(水) 午後 2 時から 2 時 55 分まで 
2  場所 当会第 2 会議室 
3  議事概要 

(1) 無線 LAN システム調査研究会の設置について 
(2) oneM2M の動向について 
(3) ITU-R WP5D 及び JTG4-5-6-7 会合の結果について 
(4) CEATEC JAPAN 2012 での ARIB の出展について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総務省は、平成 23 年度電波の利用状況調査（770MHz 以下の周波数帯を対象）の評価結果

（平成 24 年 7 月）等に基づく具体的な周波数の再編を円滑かつ着実に実施するため、「周波

数再編アクションプラン（平成 23 年 9 月改定版）」を見直し、別紙 1 のとおり「周波数再編

アクションプラン（平成 24 年 10 月改定版）（案）」を作成しました。 
 つきましては、同案について、平成 24 年 8 月 28 日（火）から同年 9 月 26 日（水）まで

の間、意見を募集します。 
1 背景・目的 

 総務省は、電波の利用状況調査の評価結果等に基づく具体的な周波数の再編を円滑かつ

着実にフォローアップするための具体的な取組を示すため、平成 16 年度から、「周波数再

編アクションプラン」を策定し、毎年度改定・公表しています。 
 今般、平成 23 年度電波の利用状況調査（770MHz 以下の周波数帯を対象）の評価結果

（平成 24 年 7 月）等を踏まえ、「周波数再編アクションプラン（平成 23 年 9 月改定版）」

の見直しを行うものです。 

2 意見募集対象及び意見募集要領 
 意見募集対象：周波数再編アクションプラン（平成 24 年 10 月改定版）（案）（別紙 1 ） 
 意見募集要領：別紙 2  

3 意見募集の期限 
 平成 24 年 9 月 26 日（水）午後 5 時必着（ただし、郵送については、平成 24 年 9 月 26
日（水）必着とします。） 

4 今後の予定 
 同案について寄せられた御意見を踏まえ、「周波数再編アクションプラン（平成 24 年 10
月改定版）」を速やかに公表することとし、各周波数区分の具体的な取組を確実に実行しま

す。 

第 195 回技術委員会（通信分野）を開催 

「周波数再編アクションプラン」の見直しに係る意見募集 

【平成 24 年 8 月 27 日の総務省報道資料から】 

http://www.soumu.go.jp/main_content/000173649.pdf
http://www.soumu.go.jp/main_content/000174145.pdf
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban09_02000069.html
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 なお、「周波数再編アクションプラン」は、毎年度実施される電波の利用状況調査の評価

結果等を踏まえ、見直しを実施していきます。 

 
【関係報道資料】 

○ 「周波数再編アクションプラン」の公表（平成 16 年 8 月 31 日発表） 
  http://www.tele.soumu.go.jp/resource/j/freq/process/h16.pdf 
○ 「周波数再編アクションプラン」（平成 23 年 9 月改定版）の公表 
                    （平成 23 年 9 月 14 日発表） 

  http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02kiban09_03000089.html 
○ 平成 23 年度電波の利用状況調査の調査結果及び評価結果の概要の公表 

   －電波監理審議会からの答申－（平成 24 年 7 月 11 日発表） 

  http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban09_02000062.html 
 

連絡先 
総合通信基盤局電波部電波政策課 
担当：鈴木周波数調整官、松元第一計画係長、藤田

官 
電話：（代表）03-5253-5111［内線 5875］ 
FAX：03-5253-5940 
E-mail：freq-rp_atmark_ml.soumu.go.jp 
（※スパムメール対策のため、「@」を「_atmark_」

と表示しています。送信の際には、「@」に変更

してください。） 
 
 
 

「イチオシ☆ウィルコム」 

株式会社ウィルコム 

 

当社は、2010 年 12 月からソフトバンクグループとして新たなスタートを切りました。同月

からサービスを開始している「だれとでも定額」（月額 980 円で 10 分以内の国内通話が 500
回まで無料）や「もう 1 台無料キャンペーン」などの効果によって、2011 年 1 月から契約数

が純増に転じ、その後も順調に契約数の拡大を続けています。これもウィルコムをご利用いた

だいているお客さまおよび当社事業をご支援いただいているすべての方々のおかげであり、心

から感謝申し上げます。 
当社は、音声通話利用に適したシンプルな商品に加え、省電力・低電磁波という PHS の特

長を活かした商品を提供しています。 
 
2011 年 11 月には、家庭にある据え置き型のデザインをした電

話機「イエデンワ」（写真 1）を発売しました。イエデンワは、

AC 電源のほかに乾電池でも駆動するため、電源のない場所での

通信手段としても活用できるものとなっています。また、プッシュ

ボタンや受話器が大きいため、どなたでも簡単にお使いいただけ

ます。この特長を生かし、全国の教育機関の一部ではイエデンワ

を設置して通信手段の複数化を図り、災害などの緊急時の連絡手段の確保や地域コミュニティ

写真 1 イエデンワ 

「WX02A」 

http://www.tele.soumu.go.jp/resource/j/freq/process/h16.pdf
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02kiban09_03000089.html
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban09_02000062.html
http://www.willcom-inc.com/ja/plan/option/all_call/index.html
http://www.willcom-inc.com/ja/ichioshi/cp/plusone/index.html
http://www.willcom-inc.com/ja/lineup/wx/02a/index.html
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との連携手段として活用されています。 
2012 年 1 月には、ストラップとして取り付けることもできる小さな 

電話機「ストラップフォン」（写真 2）を発売しました。ストラップ 
フォンは、PHS の特長である省電力・小型化を活かし、従来の電話機 
では作り得なかったサイズで、アクセサリー感覚で身につけられる 
電話機となっています。 

 
2012 年 4 月には、音声通話と 3G モバイル Wi-Fi ルーターの機能を 

持ち合わせた電話機「PORTUS」（写真 3）を発売しました。 
PORTUS は、月額基本使用料 3,880 円（ウィルコムプラン W： 
キャンペーン料金）で、ウィルコムどうしの通話、E メール、 
および下り最大 42Mbps の「ULTRA SPEED」を定額で使うことが 
できます。 

 
また、2012 年夏モデルとして、2012 年 6 月に PHS と 3G のデュアル方式 

の Android スマートフォン「DIGNO DUAL」（写真 4）を発売しました。 
DIGNO DUAL は、3G の音声通話に対応しているので、070 番号と 090/080
番号を用途に応じて使用することが可能となっています。 

 
今後もウィルコムは、機種やサービスの拡充を進め、性別や年齢を問わず、 

より幅広いお客さまに安心してご利用いただける環境を提供してまいります。 
 

                                 以上 
 

 前号に続いて防災の日関連で。 
 東京に住んでいるので全然知らなかったのですが、大阪府では来る 9 月 5 日（水）午前 11
時に「大阪 880 万人訓練」と称して防災訓練を実施するとのことで、その際には「訓練緊急

地震速報メール」を大阪府内にある携帯電話に一斉送信するそうです。この「訓練緊急地震速

報」は、携帯電話会社のエリアメール／緊急速報メールサービスの『災害・避難情報』を利用しま

す。この情報を受信した端末は、通話中か電源オフでない限り、マナーモードにしていても強制的

に鳴動するそうです。大阪にお住みでない方でも、その時間に大阪府にいらっしゃる方はどうかお

気をつけください。府内に 880 万台あると仮定するとそのうち通信可能状態にある約 350 万台が

一斉に鳴ると推定しているそうです。でもせっかく訓練するのならもっと広い範囲でやってみては

と思いますが・・・。                                （K.I.） 

写真 3 PORTUS 

「WX02S」 

写真 4 DIGNO DUAL 

「WX04K」 

写真 2 ストラップフォン

「WX03A」 

http://www.willcom-inc.com/ja/lineup/wx/03a/index.html
http://www.willcom-inc.com/ja/lineup/wx/02s/index.html
http://www.willcom-inc.com/ja/lineup/wx/04k/index.html

